
（様式１）

成果となる目標 具体的な行動目標 中間評価

（指標となる数値等） （成果目標達成のための具
体的な手立て等）

（今年度の全国学力・学習状況調査、研究
の成果などを踏まえての設定目標等の見直
し）

（今年度の成果と来年度に向けた課題等） 評価

国語

〇すべての領域で８０％以上の平均正答率である。
 〇「書くこと」の領域はＡ・Ｂ問題ともに特に良好である。
●目的に応じて文章を読み、内容を整理して書く」問題につい
て正答率が低いものになっており、読書量が少ないことが影響
していると考えられる。

○読書活動の充実に努める。 ○１日の読書時間３０分以
上 が、全校生徒の５５％以
上になる。
○一人当たりの読んだ本
の数が５冊以上である生徒
の割合が５５％以上 にな
る。

○図書ボランティアの活用等によ
る、図書館の利用拡大を行う。
○生徒会図書委員会の活動を通じ
た、読書活動の推進を行う。
〇さんだっこ読書通帳を活用する。

〇全国学力・学習状況調査による国語の問題において、
「読むこと」の正答率は全国平均を上回る結果を得たが、
文章の展開に即して情報を整理し内容を捉えることには
課題が見受けられた。また、「書くこと」の正答率は全国
平均と同じであった。文章の構成を理解し要点をまとめ
ながら情報を整理する活動が必要であることから、今後
も図書委員会、図書ボランティアと連携しながら読書活
動の充実に努めていく。10月現在、図書室での生徒一人
当たりの貸出数が5冊以上の生徒は、１２％なので、今後
改善を進めていく。

○学習タイムを活用して朝読書を再開したこともあり、読書
に興味関心を持つ生徒が格段に増えた。少しの隙間時間
を利用した読書活動が、あちらこちらでみられるようになっ
てきた。
○図書ボランティアや図書委員会による新刊書やおすすめ
本の紹介等で、図書館の利用は拡大された。しかし、さらな
る充実を図るためには、生徒のニーズに合った本をタイム
リーに選書する必要がある。また、そうするだけの予算配当
が課題となる。
○さんだっこ読書通帳の活用は、読書に対する意識付けに
大いに役立った。これを継続していくためには、小学校との
連携を積極的に行わなければならない。

Ａ

算数
数学

〇全体的に良好な状態である。
〇無回答率0.0％の問題が２１問もあり、最後まで粘り強く問題
に取り組んでいることがわかる。
●今までにしたことのない証明をしたり、数学的な表現を使って
自分の考えを伝えたり、論理的に説明したりすることに少し課
題がある。
●数学の勉強が大切だと答えた生徒が85％いるのに対し、数
学が好きだと答えた生徒は60％に満たないことは課題である。

○学力分析による学習方法、指導方法の工夫改善を行
う。

○学校評価アンケートで、
生徒・保護者の授業内容
の肯定的意見が８０％以上
になる。
○ＩＣＴ機器の授業での活
用を年間各教科２回以上
実施する。
○授業改善のための研修
会を年間２回以上実施す
る。

○生徒が主体となって授業に参加
する授業形態の実践を積極的に行
う。
○学習の理解を助ける、ＩＣＴ機器等
を利用した授業実践を行う。
○授業のめあて、授業の振り返りの
明示等の授業における『型』を確立
する。
○新学習システムの活用による、個
に応じた学習指導の充実を図る。

〇自ら学ぶ楽しさ、わかる喜びを実感できる授業形態の
実践を進めてきた。今後も今まで以上に、生徒・保護者
の授業内容を肯定する意見が得られるような授業形態を
めざしていく。
〇授業改善のための研修会を夏休み、１１月の２回実施
する。１１月はICTを活用した研究授業の後に、「主体的
に学び、対話を通して深め合える授業づくり」のための学
習指導の工夫、授業改善について研修を行う。また、毎
学期に授業公開期間を設定して、各自の授業改善に取
り組んでいく。

○授業改善のための研修会を計画的に行い、授業公開期
間の授業参観により、相互研修・自己研鑽を積極的に行う
ことができた。その結果が、学校評価アンケートにおける生
徒･保護者の授業内容の肯定化率に表れたと思われる。
○新学習システムによる少人数授業を効果的に活用し、一
人ひとりに適した指導を心がけてきた。わかる喜びを実感
できるように、来年度も継続していきたい。
○ＩＣＴ機器の利用については、苦手意識を払拭するため
に、研修を充実させていきたい。

Ａ

〇全体的に良好である。
●長文の資料や実験操作とその結果を読み解く問題に対して、
課題が見られる。

○積極的に授業に参加できる生徒が多く、真面目な授業態度
である。
●自分の考えを筋道を立てて説明することに課題が見られる

〇人の役に立つ人間になりたいと考えている生徒の比率が高
い。
〇計画を立てて勉強したり宿題を家できちんとしたりする生徒
の割合が高い。
●将来の夢や目標を持っている生徒の比率が低い。
●地域のことを調べたり地域の人と関わったりする機会が少な
いと感じている生徒の割合が高い。

〇「ひょうごがんばりタイム」の指導員との連携を強化し、
基礎・基本の習得を図る。また、学習習慣の定着に取り
組む。
〇６月と１０月に教育相談週間を実施し相談体制の充実
を図っている。また、３月にも教育相週間を設けており、
相談をしやすい環境作りを進めるとともに、スクールカウ
ンセラーや子どものサポーターとの連携を丁寧に行うこと
で、生徒の不安や学習面の課題等に早期対応していく。

〇授業に関する肯定的評価が目標値を大きく上回ることができ
た。

 〇授業公開、教員による授業参観を進めることができた。

 〇授業改善のための研修会を２回実施（夏休み・11月）、同じ
講師を招き系統だった研修にすることができた。

〇定期的に家庭生活状況調査を実施、結果と分析について報
告することにより、家庭との連携を深めることができた。
〇家庭の協力により、家庭学習プリントを行い、家庭学習習慣
の定着を図ることができた。

〇小中連携のための出前授業を英語科で実施することができ
た。
●学習習慣・生活習慣の改善に向けた小中共通の取組につい
ては今後の課題である。

○家庭における学習習慣は、学年が上がるにつれて定着し
ている。計画立案や時間管理ができるようになっている。今
年度からガイドラインに沿って部活動が行われていること
が、家庭学習の定着の一助となっていると思われる。
○家庭で過ごす時間が増加するにつれて、携帯や･スマホ
を使用する時間も増える傾向にある。使用についてのルー
ル作りについての啓発を今後も続けていきたい。

Ｂ

○教育相談を定期的に行ってきたことで、生徒の不安や悩
みに、早期対応できる環境を整えることができた。また、ス
クールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーと面談す
ることの垣根を低くすることで、その橋渡しを円滑に行うこと
ができた。
○「ひょうごがんばりタイム」の活用による学習支援につい
ては、とても充実した取り組みになった。この取り組みを定
着させるためには、来年度は事業開始の時期を早めて、年
間を通した活動にしていきたい。

Ｂ

○出前授業や体験授業、授業交流を実施したことで、相互
理解をし、それぞれの状況を把握することができた。しかし
ながら、学習習慣・生活習慣の改善やゆりのき台中学校区
標準の確立には至っていない。今後も学力向上を推し進め
ていく上で必須条件であり、来年度も継続して、積極的に
行っていきたい。

Ｂ

２～３月

年度末評価

自立して自分の将来の夢や目標に挑戦しつづける生徒の育成

研究推進委員会

小・中における
教科連携等の状
況

授業等からうか
がえる状況（各
教科）

定期テスト、単
元テストなどに
よる状況（各教
科）

○家庭における学習習慣、生活習慣の改善に取り組
む。

○平日の家庭学習時間が
学年×６０分以上が各学年
生徒の８５％以上になる。
○平日の家庭学習３０分以
下の生徒０％ を達成する。
○携帯・スマホの使用時間
2時間以内100％を達成す
る。

○定期的な家庭生活状況調査の実
施による学習習慣・生活習慣の点
検・指導を行う。
○学校便り、学年・学級通信、懇談
等を利用して各家庭への啓発を行
う。
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校内研修の状況
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学校評価などの
アンケート調査
による児童・生
徒の状況

全国学力・学習
状況調査の質問
紙の状況

三田市立ゆりのき台中学校　　　　
令和元年度　学力向上指導改善プラン

全国学力・
学習状況
調査結果
の状況
（国語、算
数・数学に
関する質問
紙調査の結
果も含む）

学力に関する前年度の課題・経年の課題

学
力
の
状
況

学校教育目標

推進主体

４月 １０～１１月

学力向上に向けての重点的な目標

〇家で自分で計画を立てて勉強をしている生徒は、全国
平均より１２ポイント以上上回っている。また、平日の家
庭学習時間が３０分に満たないものは５％を割っている。
これからも家庭における学習習慣の定着を一層図ってい
く。
〇ゲームや携帯・スマホに費やす時間が減らないことに
ついては、通信や懇談で保護者啓発を行うだけでなく、
学期に１回の教育相談で、生徒への働きかけを積極的に
行う。

○学習相談・教育相談の充実に努める。 ○教育相談を年２回実施
する。
○学校評価アンケートによ
る学習相談・教育相談に対
する肯定的意見８５％以上
を達成する。

○教育相談週間を実施し、個々の
生徒理解を図る。
○学習ボランティア、ひょうごがんば
りタイム事業を活用した学習支援を
推進する。
○テスト１週間前の部活動停止と放
課後の時間を利用した学習相談を
実施する。

○学力向上に向けた小中連携の推進を行う。 ○学習習慣・生活習慣の
改善、学力向上の取り組
みのための小中連携の会
を年間３回以上実施する。
○小中の授業交流を年間
２回以上実施する。

○学習規律の小中で統一した指導
の取り組みを行う。
○小中連携のため出前授業、体験
授業等の授業交流を実施する。
○小中9年間を見通した、ゆりのき
台中学校区標準（連携プログラム）
を確立する。

〇学習習慣・生活習慣の改善に向けた小中共通の取り
組みについては、情報の共有化を図っていくことが今後
必要である。
〇小学校６年生を対象に１月に行う入学説明会で、中学
校の体験授業を実施する。


